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Issues of Copyright about Use of Digitalized Library Documents:  















Abstract: One of the barriers to use the digitalized library documents is copyright. The 
author examined it what kind of conclusion was provided under the Japanese Copyright 
Act when the example like the HathiTrust case occurred in Japan. It became clear that  
existing law had issues to realize a service to provide the full -text search of documents, 
service for Print disability with the disabil ity except the visual impairment and service to 
provide digitalized documents to other libraries. The author proposed that the introduction 
of following restrictive regulations were necessary to solve these issues; (1) Accept the use 
of all copyrighted works for full-text search in Libraries, (2) Accept the use of all 
copyrighted works for  Print disability with the disability except the visual impairment, 
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2. HathiTrust Digital Library1 
HathiTrustは「人の知の記録を収集・整理・保存・伝達・共有することによって公益に貢




含まれている。2015 年 6月時点では参加機関数は 100以上、約 1347万点の資料が登録され
                                                        
1 HathiTrust及び HathiTrust Digital Libraryの基本的な情報は HathiTrust Digital Libraryの Webページ
（http://www.hathitrust.org/、以下参照したWebサイトは 2015年 6月 6日時点で公開されているものである。）
を参照した。また、時実象一「大学図書館書籍アーカイブ HathiTrust」情報管理 57巻 8号 548-561頁（2014）
において紹介されている。 
2 “Hathi” はヒンディー語で象を意味する。象は記憶、知恵、力を象徴する動物である。また、 “Hathi” は 
“hah-tee” と発音される。 
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3 慶應義塾大学（2014） 
Google Books に参加し、デジタル化した資料を HDLにも提供している。 
4 サービス内容や後述する孤児著作物プロジェクトの紹介にあたっては、控訴審判決文中の 
“BACKGROUND”を参考にした。Authors Guild v. HathiTrust, 755 F.3d 87 (2d Cir. 2014). 
5 Id. at 91. 
6 Id. at 92. 
7 Id. at 91. 
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2011年 9月 14日、Authors Guildにより孤児著作物候補リストに含まれていた作品の中に
簡単な調査で著作権者が見つかるものがあることが指摘された10。10月から孤児著作物の提
供が予定されていたが、指摘を受けてミシガン大学は著作権調査のプロセスに不備があっ




本件は、Authors Guild らが HathiTrustと HathiTrustに参加していた大学図書館 5館（コー
ネル大学、ミシガン大学、カリフォルニア大学、ウィスコンシン大学、インディアナ大学）
に対して、HDLが提供するサービスが著作権を侵害するとして 2011年 9月 12日に訴訟を
提起したものである。 
                                                        
8 Id. at 92. 
9 Id. at 92. 
10 Authors Guild (2011)。 
11 University of Michigan Library (2011)。 
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HathiTrust 事件の経過の概要は次の通りである。2012年 10月 10日に米国ニューヨーク
南地区連邦地方裁判所で HDLのサービスは OWP を除いてフェア・ユースであるとの判決
が下されたが、Authors Guild らが上訴した。2014年 6月 10日に連邦第 2 巡回区控訴裁判所
において、全文検索サービス、Print disability向けサービスはフェア・ユースとされ、他の
参加機関へのデータ提供サービスは検討が不十分として差し戻し、OWP は司法の場で判断


























                                                        




















認められた（Sony Corp. of Am. v. Universal City Studios, Inc., 464 U.S. 417 (U.S. 1984).）。このように、個別
制限規定と比べてフェア・ユースは、著作権侵害か否かの判断を事前に行うことが困難という側面がある。 
16 Folsom v. Marsh, 9 F. Cas. 342 (C.C.D. Mass. 1841) . 
17 山本隆司（2004）135 頁。 
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18 フェア・ユースの 4つの要素に関する説明は、村井（2014）128-129頁を参考にした。 




22 Authors Guild v. Hathitrust, 902 F. Supp. 2d 445 (S.D.N.Y. 2012). 
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23 Id. at 459-461. 
24 Id. at 461-462. Campbell事件において、変容的利用に該当する場合は、ほとんど例外なく一般的に知られ
た表現作品を複製するものであるから、第 2要素の判断にはほとんど役立つことはない、と判示されてい
る（Campbell, 510 U.S. 569, 586.）。 
25 Hathitrust, 902 F. Supp. 2d 445, 462. 
26 Id. at 462-464. 
27 Id. at 464. 
28 Id. at 455-56. 
29 Hathitrust, 755 F.3d 87. 
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30 Id. at 97. 
31 Id. at 98. 
32 Id. at 98-99. 
33 Id. at 99-101. 
34 Id. at 97. 
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35 Id. at 101-102. 
36 Davis v. Gap, Inc., 246 F.3d 152, 175 (2d Cir. 2001). 
37 Hathitrust, 755 F.3d 87, 102. 
38 Id. at 102-103. 
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第三者を持ち出すことを許しておらず、Authors Guild らの著作物の複製が HDLにより作成
されることによって原告に生ずる明確なリスクについての証拠は示されていないのである
から、第三者の著作者のために議論をする資格は Authors Guild らにはない42。 










                                                        
39 Id. at 103. 
40 Id. at 101. 




42 Id. at 103-104. 
43 Id. at 104. 
44 Id. at 104-105. 
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45 Statement Agreement, Authors Guild v. HathiTrust, No. 11-CV-6351-NRB (S.D.N.Y. Jan. 6, 2015) 
http://www.hathitrust.org/documents/authors_guild_v_hathitrust_stipulation.pdf 



















 この事件に対するレポートとして、Jonathan Band は HathiTrust事件控訴審判決の図書館

















3.6. 参考：Google Books事件 
2005年、Authors Guild は Googleが著作権者の許可を得ずに書籍を複製し、検索できるよ
うにしていること（Google Books）は著作権侵害であるとして訴訟を提起した。HDLには
Google Booksプロジェクトにより電子化された資料が登録されており、Google Books 事件






Library Copyright Alliance “About” http://www.librarycopyrightalliance.org/about. 
48 Jonathan Band (2014)。 
鈴木康平「電子化する図書館資料の利用に関する著作権の課題―HathiTrust事件を参考に―」 
日本知財学会誌 13巻 1号 64-80頁（2016） 
14 
 
の帰結は HDLの今後の運営にも大きな影響を及ぼすことが予想される。本稿でも Google 
Books事件について簡単に紹介する49。 
 
3.6.1. Google Books の概要 









3.6.2. Google Book事件第一審判決要旨 








そして、2013年 11月 14日、米国ニューヨーク南地区連邦地方裁判所で Denny Chin 判事
は Google Booksでの著作物の利用はフェア・ユースが成立するとの判決を下した55。 
                                                        
49 以下、脚注で別途文献を示したものを除き、Google Booksプロジェクトに関する記述は  







54 Authors Guild v. Google Inc., 770 F. Supp. 2d 666 (S.D.N.Y. 2011). 
55 Google Inc., 954 F. Supp. 2d 282. 
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56 Id. at 291-292. 
57 Id. at 292. 
58 Id. at 292. 
59 Id. at 292-293. 
60 Id. at 293. 
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4. 日本の著作権法下における HathiTrust事件の争点の検討 
図書館は書籍等の資料を収集し、利用者に提供することを目的としており、公益に資す




























                                                        














































4.2. Print disability向けサービス 
Print disability向けサービスに関しては、政令で定められた者は視覚障害者・聴覚障害者
等のために公表された著作物を複製・公衆送信することが認められており（37条、37条の














                                                        
66 なお、公的機関が提供するインターネット情報に関しては、国立国会図書館が収集して保存することが






































する目的で電子化できるようになった（31条 2 項）。さらに 2012年の改正によって、国立
国会図書館は電子化した資料を絶版等資料に限り図書館等に送信し、送信を受けた図書館
等は利用者の求めに応じてその複製物の一部分を提供することが可能になった（31条 3項）












5 月 18日時点で 507 館の図書館等が参加、2015年 1月時点で約 138万点の資料を各図書館
等で閲覧や複製をすることができる75。 
絶版等資料とは、「絶版その他これに準ずる理由により一般に入手することが困難な図













































るために 1人につき約 2300円の費用がかかったのに対し、裁定の補償額は裁定 1件につき







































































































































現行の 31条 1項 1号の規定では、利用者に資料の複製物を電子データで送信して提供す
る行為は、31条が公衆送信権を制限していないことから認められないと考えられる85。現在











































                                                        
86 田村（2014）。 
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